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遠藤正人さんと幸枝さん・禅丸くん
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新
入
職
員
紹
介

周りへの感謝を忘れずに、自分の好きなことをやってほしい
　

雪
解
け
が
進
み
春
も
目
前
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
３
月
23
日
、
北
見
地
区
の
遠
藤
家
を
訪

ね
ま
し
た
。
少
し
す
る
と
２
才
の
禅
丸
く
ん
が
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
保
育
園
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
取
材
を
受
け
て
く
れ
ま
し
た
！

　

禅
丸
く
ん
は
モ
ン
ス
タ
ー
カ
ー
や
消
防
車
な
ど
乗

り
物
が
大
好
き
で
、
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
と
す
ご
く
喜

ん
で
く
れ
る
そ
う
で
す
。
取
材
中
は
子
ど
も
用
の
三

輪
車
や
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
家
の
中
を
駆
け
回

り
、
見
事
な
ド
リ
フ
ト
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
！

ま
た
、
好
き
な
食
べ
物
は
イ
チ
ゴ
だ
と
い
う
禅
丸
く

ん
。
イ
チ
ゴ
を
い
く
つ
か
置
い
て
お
く
と
、
瞬
く
間

に
完
食
し
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）

　

禅
丸
く
ん
の
名
前
は
「
精
神
を
統
一
し
、
物
事
の

真
理
を
追
究
し
て
、
物
事
を
丸
く
収
め
ら
れ
る
」
よ

う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
、
好
奇
心

旺
盛
で
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
に
育
っ
て
い
ま
す
。
禅

丸
く
ん
の
特
に
好
き
な
と
こ
ろ
を
聞
く
と
、
正
人
さ

ん
は
「
賢
い
と
こ
ろ
」
、
幸
枝
さ
ん
は
「
声
が
可
愛

い
と
こ
ろ
」
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
す
で
に
簡

単
な
英
語
や
数
字
を
覚
え
て
い
て
、
自
分
の
気
持
ち

を
自
作
の
歌
で
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
禅
丸
く
ん
に
正
人
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の

選
択
肢
の
中
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て

ほ
し
い
」
、
幸
枝
さ
ん
は
「
周
り
に
感
謝
し
な
が
ら
、

の
び
の
び
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。

多収高品質を目指して、

馬鈴しょ作業スタート！

　例年より早く雪解けが進んで春ら

しい陽気が感じられる３月下旬、き

たみらい管内では今年度の馬鈴しょ

作業がスタートしました。

　きたみらい馬鈴薯振興会の会長を務める置戸地区の石

村博樹さんは昨年末、生産者４戸で農事組合法人ノーザ

ンライツを設立しました。同法人は３月30日に10㌶分の

早出し馬鈴しょの種芋が届き、20kgの種芋が入ったネッ

トを一つひとつビニールハウス内に並べました。

　この作業は浴光催芽と呼ばれ、出芽の促進や欠株をな

くすなど植付け時の発芽を良くするため、温度管理と全

体に光が当たるように気を配りながら、低温と強光条件

下で強い芽を育てます。

　同法人での今年の植付けは４月20日頃を予定しており

「法人を設立し、初年度の作付けとなる。高収量、高品

質の馬鈴しょを生産できるよう、協力し合って作業を進

めたい」と意気込みを語ってくれました。

　当ＪＡ管内の馬鈴しょ作付面積は食用で約1,370㌶、

加工用で約530㌶。生産量は食用で約47,100㌧、加工用

で約19,750㌧を見込んでいます。

【ご家族紹介】
左から～おじいちゃんの幸一さん(71)、お父さんの正人さん(42)、

　　　　長男の禅丸くん(２)、お母さんの幸枝さん(40)、

　　　　おばあちゃんの美智子さん(68)

作付内容：馬鈴しょ、てん菜、秋小麦、春小麦を約35㌶作付け

　　　　　しています。
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令和５年度

①1991年９月14日

②北見市

③神奈川大学　経済学部

④新しい物事に触れること

⑤責任感

⑥色々な繋がりを大切に。

（金融共済部北見本店総合渉外課）堤　　智寛
つつみ とも　ひろ

①2000年８月30日

②北見市

③北翔大学　生涯スポーツ教育学部

④野球、ゴルフ、映画鑑賞

⑤おばあちゃん愛があるところです。

⑥コミュニケーションを大切に頑張ります。

（販売企画部組織振興東グループ）竹江　遼人
たけ　え りょう　と

①2002年12月30日
②北見市
③北海道武蔵女子短期大学　教養学科
④カラオケ、おいしいご飯、アザラシ
⑤早口言葉。滑舌はいいと思います。
⑥心の余裕と笑顔を大切に、落ち着きのある人間になりた
いです。

（購買部端野資材拠点店舗）阿部　伊織
あ　　べ い　 おり

①2000年11月19日

②北見市

③北翔大学　生涯スポーツ教育学部

④ゴルフ、野球、トレーニング

⑤お酒の弱さは誰にも負けません。

⑥何事も前向きに頑張ります。

（販売企画部組織振興南グループ）井上　貴紀
いの　うえ たか　き

①2000年４月24日

②北見市

③釧路公立大学　経済学部

④サッカー、筋トレ、アニメ

⑤何事にも誠実に向き合うところです。

⑥少しでも早く仕事に慣れられるよう頑張ります。

（総務企画部総務グループ兼企画人事グループ）杉本　彼方
すぎ　もと か な た

　４月１日より、７人の新
人職員が入組しましたので
組合員の皆様にご紹介いた
します。

①生年月日　②出身地
③出身校　④趣味・好きなもの
⑤ＰＲポイントや特技
⑥「抱負」もしくは「目指す
　ＪＡ職員像」

特集

みなさん、これからよろしくおねがいします！

いの　うえ たか　き

①1999年８月22日

②北見市

③帝京大学　文学部

④サッカー、音楽

⑤じゃがいも選別

⑥早く一人前の職員になれるよう、精一杯頑張ります。

（販売企画部組織振興東グループ）桑原　康太
くわ　はら こう　た

①2001年１月25日
②網走市
③札幌学院大学　心理学部臨床心理学科
④料理、ＵＦＯキャッチャー、馬
⑤ＵＦＯキャッチャーで取った景品の数
⑥少しでも早く先輩職員のみなさんと組合員の方々に信頼
されるよう頑張ります。よろしくお願いいたします！

（経営支援部ふれあい相談南グループ）柴崎　凌我
しば　ざき りょう　が
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〜
乳
製
品
無
料
配
布
〜

酪
農
家
の
想
い
を
直
接
Ｐ
Ｒ

〜
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
本
部
役
員
研
修
会
〜

て
ん
菜
の
播
種
作
業
、無
事
終
わ
る

〜
暖
冬
で
生
育
良
好
〜

　

き
た
み
ら
い
酪
農
青
年
部
は
３
月
８

日
、
北
見
市
内
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
み
わ

店
に
て
牛
乳
１
ℓ
パ
ッ
ク
と
ス
キ
ム
ミ

ル
ク
を
２
０
０
人
に
無
料
配
布
し
ま
し

た
。

　

酪
農
家
で
あ
る
部
員
自
ら
が
消
費
者

へ
手
渡
す
こ
と
で
、
牛
乳
消
費
の
呼
び

か
け
と
牛
乳
の
お
い
し
さ
を
直
接
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
の
片
桐
敏
史
部
長
は
「
物

価
高
が
続
き
、
消
費
者
も
生
産
者
も
お

互
い
大
変
な
ご
時
世
だ
が
、
今
回
の
乳

製
品
無
料
配
布
を
き
っ
か
け
に
牛
乳
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も

牛
乳
を
飲
ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
か
ぎ

り
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
受

け
取
っ
た
消
費
者
か
ら
は
「
生
産
者
か

ら
直
接
頂
け
る
の
は
め
っ
た
に
な
い
機

会
な
の
で
あ
り
が
た
い
。
家
族
全
員
、

牛
乳
が
大
好
き
な
の
で
、
お
い
し
い
牛

乳
を
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
乳
製
品
の
他
に
、
牛
乳
に
係

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
配
布
し
、
幅

広
い
世
代
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲▼配布の様子

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
３
月
上
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
、
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト

へ
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
温

根
湯
地
区
の
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
で
は
３

月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
で
、

委
託
農
家
６
戸
の
約
２
，
６
０
０
冊
分

の
播
種
作
業
を
実
施
。
連
日
20
人
ほ
ど

の
作
業
員
が
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
に
土
を

入
れ
て
種
子
を
落
と
し
、
覆
土
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
行
い
、
で
き
あ
が
っ
た

ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
を
委
託
農
家
へ
配
送

し
ま
し
た
。

　

作
業
員
は
「
て
ん
菜
の
作
付
減
少
や
、

直
播
へ
の
切
り
替
え
な
ど
に
よ
っ
て

年
々
受
託
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
丁
寧

に
作
業
を
進
め
、
農
家
に
良
質
な
も
の

を
届
け
た
い
」
と
話
し
、
一
冊
一
冊
慎

重
に
播
種
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
の
て
ん
菜
の
作
付

け
は
４
６
５
戸
、
約
３
，
０
０
０
㌶
を

見
込
み
、
そ
の
う
ち
約
３
割
が
移
植
栽

培
の
計
画
で
す
。

▲▼慎重に作業を進める作業員たち

▲説明を聞く役員

▲阿寒遊久の里「鶴雅」にて

か
ら
は
「
幅
広
い
世
代
が
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
商
品
を
是
非
作
っ
て
ほ
し

い
！
」
、
「
き
た
み
ら
い
チ
ッ
プ
ス
が

食
べ
た
い
！
」
な
ど
、
多
数
の
意
見
が

あ
が
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
後
は
、
数
年
ぶ
り
に
宿
泊
を
か
ね
た

懇
親
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
有
馬
会
長
は
「
商
品
開
発
の
課
題

や
、
加
工
業
者
を
近
郊
で
探
す
難
し
さ

は
、
今
ま
さ
に
私
が
置
戸
町
と
行
っ
て

い
る
ヤ
ー
コ
ン
加
工
品
開
発
で
感
じ
て

い
る
悩
み
で
あ
り
、
規
模
は
違
え
ど
共

感
す
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
懇
親
会

で
は
フ
レ
ミ
ズ
勧
誘
の
悩
み
、
家
事
育

児
の
こ
と
な
ど
話
は
尽
き
ず
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

本
部
は
３
月
28
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

に
て
役
員
研
修
を
行
い
、
役
員
６
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
２
０
１
６
年
に
制
定
し
た

「
組
合
員
学
習
要
領
」
に
準
じ
て
実
施

さ
れ
、
第
１
部
は
当
Ｊ
Ａ
担
い
手
グ
ル

ー
プ
よ
り
「
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の
概

要
」
に
つ
い
て
学
習
し
、
当
Ｊ
Ａ
が
取

り
組
ん
で
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
の

説
明
な
ど
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
当
Ｊ
Ａ
企
画
開
発
グ
ル

ー
プ
よ
り
「
Ｊ
Ａ
加
工
品
開
発
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
加
工
商
品
事
業
の
歴
史

や
目
的
、
取
り
組
み
な
ど
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

越
冬
ね
ぎ
収
穫

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
３
月
下
旬

か
ら
越
冬
ね
ぎ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
越
冬
ね
ぎ
は
、
厳
し
い
冬
を
雪
の

下
で
長
い
時
間
か
け
て
育
て
る
こ
と
に

よ
り
、
た
っ
ぷ
り
と
糖
分
を
蓄
え
、
豊

か
な
甘
み
と
や
わ
ら
か
い
肉
質
が
特
徴

で
す
。

　

北
見
地
区
の
川
尻
秀
昭
さ
ん
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
約
３
㌃
作
付
け

し
て
お
り
、
３
月
27
日
か
ら
収
穫
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
越
冬
ね
ぎ
は
１
日
か
け
て

乾
燥
さ
せ
、
土
を
落
と
し
て
皮
を
む
き
、

選
別
、
箱
詰
め
し
ま
す
。
川
尻
さ
ん
は

「
今
年
の
冬
は
暖
か
く
生
育
も
良
好
。

甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
旬
の
越
冬
ね
ぎ

を
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
北
見
、
相
内
、
端
野
の

３
地
区
で
６
戸
が
約
21
㌃
を
作
付
け
し

て
お
り
、
約
７
㌧
の
収
穫
量
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

▲▼越冬ねぎ収穫の様子

Ｊ
Ａ
の
役
割
や
歴
史
を
学
ぶ
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家族との時間を
　　  大切にしたい

置戸地区・秋田

石　塚　貴　士さん（32歳）

果　南さん（32歳）

 たか     し

  か      な

みらいプロジェクトチャンネル
vol.23

　年度末は何かと出張が多くなる時期である。先日、鹿児島のお茶農家にお邪魔をした。私が毎

月参加しているウェビナーにいつも参加して頂いている方で、別件もあり鹿児島に行くことに

なったため、連絡を取った。初めて対面でお会いする機会となった。

　時折遠目からみるだけだったお茶畑を初めて間近でみることができた。また工場の中で、お茶

の作業の基本から、製造、流通の話など聞かせてもらった。お茶の世界も担い手の減少や市場の

変化に直面しているということは、なんとなく知ってはいたつもりだったが、直接に話を聞いて、

本当に知らないことばかりだと気づかされた。

　需要は減少しているが、それにも増して担い手が減っていく。いずれは、需要よりも生産が減

少して、茶葉の価格は上がるかもしれないが、そうなった時には周りには誰もいなくなるかもし

れない。地域に７戸あるお茶農家も20年後には確実に２戸になるという。

　全く知らなかったが、もともと九州、特に熊本は紅茶の産地でもあったらしい。私は紅茶も日

本茶もウーロン茶も同じ茶葉からできていると知った時はけっこうな衝撃だった。最近は日本紅

茶の発祥の地でもある熊本県を中心に日本茶から転換して紅茶製造に取り組んでいる生産者も増

えているようで、2022年にイギリスで初めて開催されたTHE LEAFIES 2022という世界各地のお茶

の品評会で熊本の生産者が最高賞を受賞し、その他にも多数の受賞者が日本から出た。

　さて、こうした取り組みの背景には、日本茶の需要の減少がある。海外でのニーズが増えてい

るというニュースを聞くが、「それは抹茶で、日本茶はそんなことないですよ」と話してくれた。

かつてはいろいろな職場でお茶がよく飲まれていた。だが、女性社員にのみお茶汲みをさせるこ

とが問題となったことで、お茶を飲む習慣そのものがなくなってしまったという。最近の節電

ブームで真っ先にやり玉に挙がるのが電気ポット。節電のために電源が切られることが多くなり、

それもまたお茶を飲む機会を減らしているらしい。私も無意識のうちに、お茶を飲む習慣がずい

ぶん無くなっていることに、言われて初めて気がついた。

　「酪農が大変だから、牛乳を飲みましょうというニュースがあって、もちろんそのことには賛

成だけど、お茶も飲んで欲しいですよね」と笑いながら話してくれた言葉には、かなりの本音が

含まれているのだろう。

　彼の地元では、これまで小学校に急須をプレゼントして、

お茶の淹れ方を教える取り組みを長く続けてきたそうだ。

なにもいわずに「お茶を淹れて」というと、急須を両手で

持つ子ども、お茶っ葉を直接湯飲みに入れる子どもなど、

淹れ方がわからない子どもも少なくないそうだ。

　日本の文化の重要な一角を占めている重要なお茶という

ものが、このままいけばお茶という飲み物は残るかも知れ

ないが、お茶を作る人やその人達が守ってきた知識や伝統、

価値観や暮らしなどは失われるかもしれない。そうなって

はあまりに寂しい。農業のことを消費者の人達に知っても

らうことが重要だとはよく口にする言葉だが、今回「何も

知らない消費者」の立場になってみて、その事の大事さを

改めて感じることができた。自分として何ができるかはわ

からないが、まずは、しまってある急須を取り出して、研

究室に来るお客さんにお茶を出すことから始めようと思う。

鹿児島を訪れて想ったこと Qお付き合いから結婚に至るまで
　置戸町で働いていた時、夫のお姉さんと職場が
同じだったこともあり、顔見知りでした。仕事の
関係で置戸町を離れましたが、青年団のイベント
をきっかけに再会。たまたま同じカメラを持って
いたことで急接近し、約１年間の交際を経て結婚
しました！（果南さん）
Qお二人の趣昧は?
　貴士さん…車やバイクなど仕事柄、機械が好き
　　　　　　です。
　果南さん…バレーボール。小学５年生から今も
　　　　　　続けています。
Qこれからしたいことは?
　貴士さん…家族との時間を増やしたいです。
　果南さん…家族でディズニーランドに行きたい
　　　　　　です！
Qお互い好きなところは?
　貴士さん…明るい性格。子どもとの時間を大切
　　　　　　にしてくれるところ。
　果南さん…私のことを尊重してくれて、とにか
　　　　　　く優しいところ！
Qお互いへの感謝の言葉
　貴士さん…いつも子育てをしてくれてありがと
　　　　　　う。
　果南さん…いつもお仕事を頑張ってくれてあり
　　　　　　がとう。私は育児頑張るね♪

　※写真は昨年８月に生まれた長男の未晃くんと
　　一緒に撮影しました。

ひかり

好きなときにバレルサウナ好きなときにバレルサウナ

▲サウナ仲間との記念写真
（左から有馬さん、石村さん、河野さん）

　昨年、置戸のサウナ仲間４人（写真の３人と鈴

木剛三さん（幸岡））で移動式のバレルサウナを

購入しました。薪と水があれば好きなときに入る

ことができ、ユニック車やトラクターを使って、

好きなところに持っていってサウナを楽しむこと

ができます。

　普段は週に何回か、仲間で声をかけてサウナ

に集まっています。サウナに入りながらゆっくり

話をする時間は、飲み会とはまた違った楽しさが

あります。また、天気のいい日にはサウナを出て

満天の星空を楽しむこともできます。外に出て熱

を冷ましながら、ゆっくりと空を眺めるのも醍醐

味です。

置戸地区・雄勝 （51歳）石村 博樹さん

ひろ き

幸岡 （36歳）有馬 慎吾さん

しん ご

雄勝 （24歳）河野 由樹さん

ゆう き

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之
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▲▼贈呈式の様子（上：黒石市　下：平川市）

　

当
Ｊ
Ａ
は
３
月
上
旬
、
青
森
県
の
黒
石

市
と
平
川
市
へ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
み
ら
い
馬
鈴
し
ょ

４
，
１
０
０
㌔
と
玉
ね
ぎ
１
，
０
０
０
㌔

を
給
食
食
材
、
家
庭
消
費
用
と
し
て
贈
り

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
名
に
「
み
ら
い
」
を
冠
す
る
全
国

各
地
の
９
Ｊ
Ａ
が
会
議
し
連
携
を
進
め
る

「
Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
」
を
縁
に
Ｊ
Ａ

津
軽
み
ら
い
と
交
流
を
深
め
て
お
り
、
今

年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
落
ち
着
い

た
こ
と
か
ら
数
年
ぶ
り
に
青
森
県
へ
訪
問

し
ま
し
た
。

　

平
川
市
や
黒
石
市
か
ら
「
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
食
育
推
進
の
た
め
、
農
産
物
を

寄
付
し
て
も
ら
い
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
届
き
ま
し
た
。

「
み
ら
い
」を
縁
に

　
　
　
青
森
へ
芋
玉
贈
呈

食育教材本を贈呈
～農業に興味を持つきっかけに～
　当ＪＡは３月27日、北見市・訓子府町・置戸町
の小学５年生を対象に食農教育本「農業とわたし
たちのくらし」を贈呈しました。この取り組みは
ＪＡバンクによる食農教育応援事業の一環で、次
世代を担う子どもたちに食や農、環境への理解を
深めてもらうために教材本等を作成しています。
　贈呈式では、当ＪＡ越田常務が「教材本を機に
基幹産業である農業や食に対して興味を持っても
らいたい」と話し、北見市の武田教育長は「地元
産の食材がどのように作られて食卓まで届くのか
を教材本やＪＡで行っている玉ねぎ集出荷施設の
見学を通じて学んでもらいたい」と述べました。
　教材本は、きたみらい管内23小学校へ１，１２０
冊が配布されました。

乳量向上に向けて酪農セミナー開催乳量向上に向けて酪農セミナー開催
　きたみらい酪農振興協議会と当ＪＡは３月７日、
酪農セミナーを当ＪＡ訓子府地区事務所で開催し
ました。一般社団法人Ｊミルクの岸本恵太氏が
「乳製品等の需給動向について」、ホクレンの酪
農技術顧問できくち酪農コンサルティング株式会
社の菊池実氏が「今の情勢の中で最大利益を生む
ための方策」と題して講演しました。
　セミナーには組合員やＪＡ職員、関係機関など
61人が参加しました。講師の岸本氏からは、乳製
品などの需給動向の視点から酪農業は厳しい情勢
であるとしたうえで、業界が一体となり国民に対
して理解醸成や需要拡大を図っていく必要がある
と提言しました。また、菊池氏からは酪農業で利
益を生むためのポイントが伝えられ、乳量を増や
すために分娩間隔や粗飼料の摂取量を適切に管理
する必要があると強調しました。

▲セミナーの様子

　

公
益
財
団
法
人
宇
都
宮
仙
太
郎
翁
顕
彰

会
は
３
月
１
日
、
「
第
55
回
宇
都
宮
賞
」

の
表
彰
式
を
札
幌
市
内
で
行
い
、
渡
辺
繁

敏
さ
ん
（
訓
子
府
地
区
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
賞
は
「
北
海
道
酪
農
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
故
・
宇
都
宮
仙
太
郎
氏
の
業
績
の
継

承
が
目
的
で
、
「
酪
農
経
営
の
部
」
・

「
酪
農
指
導
の
部
」
・
「
乳
牛
改
良
の

部
」
の
３
部
門
か
ら
表
彰
。
渡
辺
さ
ん
は

酪
農
経
営
の
部
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
に
は
訓
子
府
町
内
で
渡
辺
さ

ん
の
栄
誉
を
称
え
、
訓
子
府
町
酪
農
振
興

会
長
や
訓
子
府
町
、
当
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
な

ど
18
人
が
出
席
し
て
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
賓
の
菊
池
一
春
訓
子
府
町

長
は
「
訓
子
府
町
内
の
乳
牛
改
良
速
度
を

速
め
、
仲
間
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
常
に

中
心
的
な
存
在
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
は

「
今
後
も
町
内
の
酪
農
振
興
に
ご
指
導
賜

り
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
代
表
世
話
人
を
務
め
た
当
Ｊ
Ａ

の
大
坪
広
則
組
合
長
は
「
粗
飼
料
の
品

質
・
収
量
の
確
保
に
こ
だ
わ
り
、
適
正
な

土
壌
pH
の
維
持
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
反
収
は
地
域
平
均
の
1
割
の
多
収
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
積
み
重
ね
て
き
た
努
力

が
実
を
結
ん
だ
。
渡
辺
さ
ん
の
受
賞
は
当

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」
と

栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
や
友
人

に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、
大
変
な

と
き
に
は
妻
や
家
族
に
支
え
て
き
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
一
丸

と
な
り
、
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
経
営

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

▲３月１日、札幌市内での表彰式

▲大坪組合長より表彰される渡辺さん

渡
辺
繁
敏
さ
ん

　
　
　
　 

御
礼
の
言
葉

▲菊池町長をはじめ、多くの人からお祝いの言葉が贈られました▲菊池町長をはじめ、多くの人からお祝いの言葉が贈られました▲贈呈された表彰状や記念品

第
55
回（
令
和
４
年
度
）宇
都
宮
賞【
酪
農
経
営
の
部
】受
賞
祝
賀
会

渡
辺
繁
敏
さ
ん

地
域
の
酪
農
経
営
基
盤
を
築
い
た
功
績
を
表
彰
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▲一勝庵で販売している桜おこわ

　

北
見
市
青
年
農
業
ク
ラ
ブ
は
３
月
17
日
、

ホ
テ
ル
黒
部
で
設
立
60
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。
辻
直
孝
北
見
市
長
や
当

Ｊ
Ａ
の
齊
藤
専
務
を
は
じ
め
、
同
ク
ラ
ブ

の
Ｏ
Ｂ
な
ど
総
勢
55
人
が
出
席
し
、
所
属

当
時
の
思
い
出
話
や
現
在
の
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
期
待
な
ど
、
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　

北
見
市
青
年
農
業
ク
ラ
ブ
は
、
北
見
市

北
見
自
治
区
で
営
農
す
る
31
歳
ま
で
の
若

い
農
業
者
で
組
織
し
て
お
り
、
圃
場
巡
回

や
学
習
会
、
市
内
専
門
学
校
に
対
す
る
食

育
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
出
席
者
が
見
守
る
中
、
現
会

長
で
あ
る
柳
瀬
和
哉
さ
ん
か
ら
歴
代
会
長

へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
柳
瀬
会

長
は
「
無
事
、
式
典
を
開
催
で
き
た
こ
と

を
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。
先
輩
方
の
苦
労

や
努
力
、
食
育
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
の
ク
ラ
ブ
が

あ
る
。
今
後
も
ク
ラ
ブ
会
員
で
協
力
し
合

い
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

感
謝
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

▲祝辞を述べる当ＪＡの齊藤専務

▲感謝状を手にする歴代会長

設
立
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

〜
北
見
市
青
年
農
業
ク
ラ
ブ
〜

地
元
産
食
材
で
新
商
品

　
「
桜
お
こ
わ
」
発
売
中
！

　

北
見
市
内
の
老
舗
和
菓
子
店
「
一
勝

庵
」
で
は
こ
の
春
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
き
た

ゆ
き
も
ち
を
１
０
０
％
使
っ
た
彩
り
鮮
や

か
な
「
桜
お
こ
わ
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
商
品
は
春
の
桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら
れ
て
お
り
、
中
心
に
は
桜
の
花
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
店
主
の
苅
谷
博
樹

さ
ん
は
「
北
海
道
で
は
あ
ま
り
一
般
的
で

は
な
い
お
こ
わ
で
す
が
、
道
外
だ
と
和
菓

子
屋
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て

い
る
。
北
海
道
で
も
身
近
な
食
べ
物
と
し

て
認
知
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
今
回
、
新
た
に
販
売
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
お
こ
わ
は
、
和

菓
子
職
人
な
ら
で
は
の

技
法
で
桜
の
爽
や
か
な

香
り
を
閉
じ
込
め
て
お

り
、
ほ
の
か
に
香
る
桜

風
味
と
白
出
汁
の
効
い

た
お
こ
わ
、
散
り
ば
め

ら
れ
た
刻
み
栗
で
贅
沢

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
４
月
頃
ま
で
の
販

売
と
し
て
お
り
、
そ
の

後
は
季
節
に
応
じ
た
お

こ
わ
を
作
っ
て
い
く
予

定
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

桜おこわは予約優先での販売となり、店頭分は数に

限りがあります。予約販売は１つからでも購入でき

ますので、事前に直接お問い合わせください。

（一勝庵：0157-23-3733）※定休は水曜日
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お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

介護保険制度とは ①　利用の手順について
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職員退職のお知らせ 　退職職員をお知らせします。
　旧ＪＡ入職年度と合併後の職歴、正職員とし
ての在職期間（旧ＪＡ含む）を紹介します。在
職中は、組合員皆様を始め、地域皆様の御厚情
をいただき誠にありがとうございました。

第２回 理事会報告
　３月23日、午前10時30分より第２回定例理事会が開催され、報告事
項13件、決議事項17件が協議され、原案通り承認されました。
　【報告事項】
①みのり監査法人監査報告について
②令和４年度期末監査実施報告について
③会計監査人の再任について
④内部監査（自己査定・決算処理）報告について
⑤令和４年度キャッシュフロー計算書について
⑥組合員状況報告について
⑦財務状況報告について
⑧人事の発令について
⑨Ｒ４年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑩Ｒ４年産てん菜の本精算について
⑪生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑫第６回オホーツク酪農畜産対策委員会について
⑬置戸町に対する短期資金の貸付について
　【決議事項】
①令和４年度独立監査人の監査報告書について
②令和４年度監事監査報告書について
③規程類の改正について
④令和５年度経営定期点検実施計画について
⑤固定資産の取得について
⑥理事に対する根質契約の解除について
⑦理事に対する根保証契約の解除について
⑧理事に対する資金の貸付について
⑨役員報酬における理事・監事報酬総額の配分について
⑩食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業に関する組織討議
　について
⑪北海道信用農業協同組合連合会への出資増口について
⑫令和５年度給与の改定について
⑬令和５年度冬期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて
⑭参与の選任について
⑮令和４年度事業報告（含む事業報告附属書）及び計算書類（剰余
　金処分案を除く）について
⑯令和４年度剰余金処分（案）について
⑰第20回通常総代会の招集及び総代会に付議すべき議案並びに総
　代会参考資料について

Ｓ58.04　置戸町農協入組
Ｈ15.02　置戸支所生産資材課　支所課長
　　　　（Ｈ16.05　置戸支所生産資材課
　　　　　　 給油所係　支所係長　兼務）
Ｈ18.06　購買部生産資材課　課長補佐
Ｈ19.06　相内支所生産資材課　支所課長　
Ｈ21.06　販売企画部馬鈴しょグループ
　　　　 マネージャー
Ｈ30.04　販売企画部玉ねぎグループ
　　　　 マネージャー
Ｒ02.04　購買部生産資材グループ
　　　　 マネージャー
Ｒ03.04　営農振興部　部長

■在職期間　40年

有 馬 　 祐 二
あり　ま　　　 ゆう   じ

（営農振興部）

Ｓ60.04　訓子府町農協入組

Ｈ15.02　訓子府支所総務課総務係

　　　　 支所係長

Ｈ16.05　訓子府支所金融共済課金融共済係

　　　　 支所係長

Ｈ18.03　相内支所金融共済課　支所課長

Ｈ21.06　金融共済部相内支店　支店長

Ｈ23.05　金融共済部端野支店　支店長

Ｈ25.05　金融共済部訓子府支店　支店長

Ｈ27.04　金融共済部温根湯支店　支店長

Ｒ02.04　金融共済部上常呂支店　支店長

■在職期間　38年

清 野 　 新 一
せい    の             しん  いち

　（金融共済部
　　　　上常呂支店）

Ｓ57.04　相内農協入組
Ｈ15.02　相内支所販売課農産係　支所係長
　　　　 兼相内支所営農課企画振興係
Ｈ17.05　相内支所販売課　支所課長
Ｈ20.05　相内支所営農販売課　支所課長
Ｈ21.06　販売企画部農産グループ　調査役
Ｈ23.05　組合員ふれあい室
　　　　 ふれあい相談８グループ　調査役
Ｈ25.05　組合員ふれあい室
　　　　 ふれあい相談東グループ　調査役
Ｈ26.05　組合員ふれあい室
　　　　 ふれあい相談東グループ　考査役
Ｈ31.04　経営支援部ふれあい相談西グループ
         マネージャー
Ｒ03.04　営農振興部担い手グループ考査役

■在職期間　41年
※退職者再雇用制度により在職

南 保 　 和 幸
なん　ぽ　　　 かず ゆき

（営農振興部
　　　担い手グループ）

Ｓ57.04　北見市農協入組

Ｈ15.02　北見支所金融課　支所課長

Ｈ16.05　北見支所営農課　支所課長

Ｈ20.05　北見支所金融共済課　支所課長

Ｈ21.06　金融共済部北見支店　考査役

Ｈ23.05　金融共済部北見本店融資課　考査役

Ｈ25.05　金融共済部置戸支店　考査役

Ｈ28.04　金融共済部訓子府支店　考査役

Ｒ03.04　金融共済部温根湯支店　考査役

■在職期間　41年

※退職者再雇用制度により在職

加 藤 　 克 明
か　とう　　　かつ あき

　（金融共済部
　　　　温根湯支店）

Ｈ04.04　相内農協入組
Ｈ15.02　相内支所生産資材課生産資材係
　　　　 支所係長
　　　　 兼相内支所営農課企画振興係
　　　　 兼相内支所販売課青果係
Ｈ16.05　相内支所販売課青果係　支所係長
Ｈ17.05　相内支所販売課農産係　支所係長
Ｈ18.06　相内支所生産資材課給油所係
　　　　 支所係長
Ｈ21.06　購買部燃自西エリア　主幹
Ｈ23.05　購買部燃自南エリア　調査役
Ｈ25.05　販売企画部馬鈴しょグループ
　　　　 調査役

■在職期間　31年

粒 見 　 宮 治
つぶ　み　　　 みや　はる

（販売企画部
　　馬鈴しょグループ）

Ｓ56.04　端野町農協入組

Ｈ15.02　端野支所総務課経理係

Ｈ16.05　端野支所青果課集荷販売係

Ｈ20.05　端野支所営農販売課営農販売係

Ｈ21.06　販売企画部組織振興東グループ

　　　　 主査

Ｈ27.04　購買部北見端野資材店舗　主幹

Ｈ28.04　販売企画部畜産グループ　主事

Ｈ31.04　畜産部畜産振興グループ　主事

■在職期間　42年

田 中 　 弘 子
た　なか　　　ひろ　こ

（畜産部
　　畜産振興グループ）

Ｈ04.04　相内農協入組

Ｈ15.02　相内支所総務金融課融資係

　　　　 兼相内支所総務金融課貯金係

Ｈ16.05　相内支所金融共済課金融共済係

Ｈ21.06　金融共済部相内支店　主事補

Ｈ23.05　金融共済部端野支店　主事補

Ｈ27.04　金融共済部訓子府支店　主事

Ｈ29.04　金融共済部北見本店融資課　主事

Ｒ04.04　金融共済部北見本店貯金課　主事

■在職期間　31年

※退職者再雇用制度により在職

小 形 　 尚 子
お　がた　　 しょう こ

（金融共済部　北見本店貯金課）

Ｈ31.04　入組

Ｈ31.04　営農振興部担い手グループ

■在職期間　４年

※令和５年３月31付退職

苧 毛 　 鈴 奈
う　  け             すず   な

（営農振興部　担い手グループ）

Ｈ30.04　入組
Ｈ30.04　金融共済部上常呂支店
Ｒ04.09　金融共済部北見本店共済課

■在職期間：５年
※令和５年３月31日付退職

佐 藤 　 百 華
さ　とう　　　もも　か

（金融共済部　北見本店共済課）
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「芳醇玉葱醤油」と「玉葱ポン酢」をプレゼ
ント致します。

３月号まちがいさがしの当選者
　３月号のまちがいさがしの答えは「１、２、６、11、12」

でした。正解者28名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、JAきたみらいの「白花豆シー

ザードレッシング」と「麦まるごとうどん」２袋を

プレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・中嶋　　賢さま（北　見）・坂本　　健さま（訓子府）
・中川　　桜さま（置　戸）・堀口　隆志さま（訓子府）
・仁木　義信さま（置　戸）・森谷　道子さま（温根湯）

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　今年は例年の同時期より暖かい感じがしますね。とは
いえまだ冷え込むこともありますので、体調に気をつけ
て過ごしましょう。
　私も桜もち、ひなあられ大好きです。季節の食べ物は
　　 特別感があっていいですよね。

（置戸地区　仁木　義信さん）

６に暖かくなってもう春か…と感じる今日このご
ろです。桜もちもひなあられも大好きなのでま
ちがいさがしをしていて、とても楽しかったです。

急

（留辺蘂地区　井上　侑大さん）

月に高校卒業50年の集いを行い
ます。マスクがとれて皆

の顔が見られるのを楽しみにし
ています。
　数え70才、体もコキコキです。
元訓子府農業高校卒業生

　コロナ感染拡大もだいぶ落ち着いて、マスクも必須では
なくなったのはうれしいですね！高校の同窓会、久しぶり
の集いを思いっきり楽しんでください♪
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和５年３月17日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,594人

5,748人

877戸

120,406百万円

13,471百万円

4,928百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

洋風タケノコご飯リンゴとホタテのグラタン

・今年は雪解けも早く進み、春風を感じる季節を迎えました。先月からは、数 
　年ぶりにマスクの着用が個人の判断となり、制限も少しずつ緩和されていま
　す。油断禁物ではありますが、大人も子どもも気兼ねなく会話できる日が来
　ると良いですね♪
・４月は新しい出会いの月です。きたみらいでも７人の新入職員が入組しまし
　た！新しい環境に戸惑う場面もあるかと思いますが、色んなことを学び、吸
　収し、何事にもチャレンジする気持ちを忘れず頑張ってほしいです。
・畑では植え付け作業の準備が始まります。農作業事故には十分気を付けて豊
　穣の秋を迎えられることを願っています。　　　　　　　　  （森谷　弥生）

❶ホタテ貝柱は水気を拭き取り、塩、こしょうを
して薄力粉を薄く付ける。リンゴは皮をむいて
種を取り除き、一口大にカットする。マッシュ
ルームは石づきを取り、縦半分に切る。
❷フライパンにバターを入れ、①の材料をソテー
して最後に白ワインを回しかける。
❸６、７cmほどのココットにバター（分量外）
を塗り、②と５mm幅に切っ
た干し柿を入れ、ホワイトソ
ース、パルメザンチーズの順
にかけ、180度のオーブンで
10～12分ほど焼く。
❹耐熱の下皿に③を載せ、お好みのハーブ（材料
外）を飾り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………………………………………２個

…………………………………………1/2個
…………………………………２個

……………………………………………１個
………………大さじ４

………………………………適宜
……………………………………適宜

……………………………………………適宜
……………………………………大さじ1

……………………………………………10g

ホタテ貝柱
リンゴ
マッシュルーム
干し柿
ホワイトソース（市販品）
パルメザンチーズ
塩、こしょう
薄力粉
白ワイン
バター

❶Ａのうち、タケノコ水煮は縦にスライスし

てさっとゆがき、トマトは１cm角に切る。

新タマネギは粗みじん切りにする。

❷米を研ぎ、ざるにあげて20

分置く。炊飯器に水を入れ、

米とＡを全て入れて20分浸

水し炊飯する。

❸炊き上がった②を彩り良く器に盛り付け出

来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…………………………………………300g

…………………………………………300g

………………………１個

……………………………小さじ１

…………………………1/2本

…………………………………小１個

…………………………200g

……………………………1/2個

米

水

Ａ

　ブイヨンキューブ

　しょうゆ

　タケノコ水煮

　トマト

　冷凍ムール貝

　新タマネギ


